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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回転軸の負荷側を支持する短円筒状の焼結合金含油軸受と、
　該焼結合金含油軸受を内部に嵌合して保持する円筒状の焼結合金貯油筒と、
　該焼結合金貯油筒の外周部を保持するハウジングの軸受外周部材と、
　前記焼結合金含油軸受及び焼結合金貯油筒の負荷側の端面を覆うハウジングの軸受端部
材と、
　前記焼結合金含油軸受及び焼結合金貯油筒の負荷側の端面と前記ハウジングの軸受端部
材との間に形成されて油溜りとなる軸受端間隙と、
　前記焼結合金含油軸受の負荷側端面に配置された撥油性を有する輪状の封止材と、
　を含んで成る負荷側軸受部を備えることを特徴とする電動機。
【請求項２】
　前記封止材は、焼結合金材に撥油剤を含浸させたものであることを特徴とする請求項１
に記載の電動機。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、換気扇やエアコンのファン等の回転負荷（以下、単に「負荷」という。）を
駆動する電動機に関するものである。
【背景技術】
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【０００２】
　従来、円筒状のハウジングと、この内部周壁に嵌装され固定子鉄心の各々の歯部に対し
て集中巻で固定子巻線として極数個の主巻線または極数個の補助巻線を絶縁ボビンを介し
て巻装した固定子と、この固定子巻線の端末線を電気的に接続する端子台と、前記ハウジ
ングに回転自在に保持され前記固定子の内径部に配置された回転子とからなり、前記端子
台はその中央部に前記固定子の軸受の外径寸法より大なる孔と運転用コンデンサを装着す
るための１個または複数個の切欠き孔とを有し、前記運転用コンデンサは軸方向の設置ス
ペース削減に配慮し所定の静電容量が１個または複数個のコンデンサの並列接続により得
られる構成であり、これら１個または複数個のコンデンサは前記１個または複数個の切欠
き孔に間挿されてなり、その一方の軸方向端面は絶縁樹脂製の端子台本体から固定子巻線
の端面側に突出してなり、この突出部は前記主巻線または補助巻線が巻装された絶縁ボビ
ンの内径側立上げ部と外径側立上げ部の間で巻線の非占有スペースにまで配設され前記端
子台本体の反固定子巻線側端面からの突出寸法を削減することにより電動機の軸方向寸法
を削減できる構成のコンデンサ電動機がある（例えば、特許文献１参照）。この電動機の
軸受には、深溝玉軸受が用いられている。
【０００３】
　また、回転する軸を回転可能に保持する含油素材により構成した軸受を、当該部分の上
記軸とともに包囲する保持部材により所定の箇所に保持させるとともに、この保持部材に
は上記軸を挿通する部分に上記軸に近接し、軸受側に向う立上りを持つ受け部を設け、こ
の保持部材内には上記軸受に当接し、この軸受の周囲を囲む潤滑油を含ませた潤滑部材を
設け、この潤滑部材には上記保持部材内における上記受け部側に位置する上記軸の周囲の
隙間をもって囲む油回収部を連設し、この油回収部に臨む上記軸上には上記隙間において
軸と共回りし、上記油回収部に外周端が近接し上記軸に対して上記受け部の立上りより大
きく半径方向に張出す油切り部材を設け、この油切り部材にはその外周部に軸方向に突出
する突出部を設けた軸受装置がある（例えば、特許文献２参照）。この軸受装置は、深溝
玉軸受に替わる軸受として焼結金属に潤滑油を含浸させてすべり摩擦を低減した焼結含油
軸受であり、潤滑油の外部への流出を防止するために、流出する潤滑油を軸受へ戻す機構
を備えている。
【０００４】
　また、焼結含油軸受の潤滑油の流出防止策として、内部に焼結含油軸受を備えたハウジ
ングの開口部を、撥油剤を施したリング状キャップにより、上記軸受に対して非接触状態
にて施蓋してなるモータ軸受構造がある（例えば、特許文献３参照）。
【０００５】
　また、焼結含油軸受を長寿命化するものとして、両端部にそれぞれ軸受部を有した圧粉
成形焼結金属体からなるインナー部と、該インナー部を内周面側に同心状に圧入させるた
めのアウター部とからなり、アウター部は上記インナー部より低密度の圧粉焼結金属組織
体からなるものである軸受ユニットがある（例えば、特許文献３参照）。この軸受ユニッ
トは、低密度の圧粉焼結金属体を焼結含油軸受に圧入して潤滑油の量を増大するとともに
焼結含油軸受に対して吸引補給している。
【０００６】
【特許文献１】特開２００５－２８７１２７号公報
【特許文献２】特開平１０－２１０７０１号公報
【特許文献３】特開平１１－１０８０５３号公報
【特許文献４】特開２００６－２９２１６１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　シックハウス対策のために１日中運転する２４時間換気扇が普及し、また、エアコンが
インバーター化されて低出力で長時間連続運転されるようになり、居間や寝室で長時間、
静粛性を保ちながら運転することができる電動機のニーズが高まっている。
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【０００８】
　また、電動機搭載製品が、居住空間の意匠性を損なわないようにするために、電動機の
小形化、薄型化のニーズも年々高まってきている。長時間運転用で、小形化、薄型化した
電動機では、軸受として、主に、グリース封入型の深溝玉軸受けが用いられている。
【０００９】
　しかしながら、深溝玉軸受は、転動体と軌道輪の金属接触により軌道輪の表面が徐々に
磨耗し、耳障りな軸受音が徐々に大きくなるので、特に、静粛性が求められる寝室や居間
用としては、音響寿命が短いという問題があった。
【００１０】
　一方、焼結含油軸受を用いると、音響寿命は長くなるが、電動機の発熱に伴う電動機内
部空気と外気との間の気圧差により潤滑油漏れが生じ、油切れによりロック寿命が短いと
いう問題がある。流出した潤滑油を回収して焼結含油軸受へ戻すには、上記の特許文献２
に記載された技術のように、大掛かりな潤滑油戻し機構が必要であり、小形化、薄型化が
困難になるとともに、高価なものになってしまう、という問題がある。
【００１１】
　特許文献３及び特許文献４に記載された焼結含油軸受の構造は、軸受の小形化、薄型化
には有効であるが、軸の両端の軸受部間に回転子を配置することができず、回転子を両軸
受部間の外側に配置する、いわゆる片持ち構造となり、回転子を固定子の外に配置する外
転型とする必要があり、内転型に比べて小形化が難しくなるとともに、軸受けへのモーメ
ント荷重が大きくなり、長寿命化においても不利であった。
【００１２】
　さらに、換気扇において一般に用いられるコンデンサー進相単相誘導電動機では、回転
子電流により回転子が発熱し、回転子→軸→軸受と熱が伝わり、特許文献４のような焼結
フェルトを用いた軸受構造とすると、低密度な焼結フェルトでは、含浸させた潤滑油の量
が多いので、熱膨張により漏出する量が多くなる。
【００１３】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、小形化、薄型化と、軸受の音響寿命の
長寿命化を両立させた電動機を得ることを第１の目的とする。また、軸受部から潤滑油が
漏れても周囲の汚損を防止できる電動機を得ることを第２の目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明は、回転軸の負荷側を支持する
短円筒状の焼結合金含油軸受と、該焼結合金含油軸受を内部に嵌合して保持する円筒状の
焼結合金貯油筒と、該焼結合金貯油筒の外周部を保持するハウジングの軸受外周部材と、
前記焼結合金含油軸受及び焼結合金貯油筒の負荷側の端面を覆うハウジングの軸受端部材
と、前記焼結合金含油軸受及び焼結合金貯油筒の負荷側の端面と前記ハウジングの軸受端
部材との間に形成されて油溜りとなる軸受端間隙と、前記焼結合金含油軸受の負荷側端面
に配置された撥油性を有する輪状の封止材と、を含んで成る負荷側軸受部を備えることを
特徴とする。
【発明の効果】
【００１５】
　この発明によれば、小形化、薄型化と、軸受の音響寿命の長寿命化を両立させた電動機
が得られる、という効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下に、本発明にかかる電動機の実施の形態を図面に基づいて詳細に説明する。なお、
この実施の形態によりこの発明が限定されるものではない。
【００１７】
実施の形態１．
　図１は、本発明にかかる電動機の実施の形態１を示す縦断面図であり、図２は、負荷側
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軸受部の拡大縦断面図である。図１に示すように、板金により、端面部材１ａ、１ｂを有
する円筒状に形成されたハウジング１内に、固定子鉄心２が嵌合され、固定子鉄心２には
、固定子巻線３が巻装されている。
【００１８】
　固定子鉄心２内には、回転軸５に支持された回転子４が設置されている。回転軸５は、
ハウジング１の端面部材１ａ、１ｂの中央部に形成された負荷側軸受箱６を含む負荷側軸
受部８及び反負荷側軸受箱７を含む反負荷側軸受部９に、回転自在に支持されている。
【００１９】
　回転軸５は、負荷側軸受部８から外側へ延出しており、この外側へ延出した部分の回転
軸５に、回転翼等の負荷が取付けられる。固定子巻線３に与えられた電気エネルギーは、
固定子と回転子４との間で回転エネルギーに変換され、回転軸５から負荷へ供給される。
【００２０】
　負荷側軸受部８は、回転軸５の負荷側を回転自在に支持する短円筒状の焼結合金含油軸
受１０と、焼結合金含油軸受１０を内部に嵌合して保持する円筒状の焼結合金貯油筒１１
と、焼結合金貯油筒１１の外周部を保持するためのハウジング１の部材であるハウジング
の軸受外周部材１ｃと、焼結合金含油軸受１０及び焼結合金貯油筒１１の負荷側の端面を
覆うためのハウジング１の部材である軸受端部材１ｄと、焼結合金含油軸受１０及び焼結
合金貯油筒１１の負荷側の端面とハウジングの軸受端部材１ｄとの間に形成されて油溜り
となる軸受端間隙１３ａと、から成っている。負荷側軸受箱６は、ハウジングの軸受外周
部材１ｃと、ハウジングの軸受端部材１ｄとから構成されている。
【００２１】
　焼結合金貯油筒１１は、焼結合金含油軸受１０より焼結合金の密度が低密度になってい
て、潤滑油を貯油して焼結合金含油軸受１０に給油する。ハウジング１の軸受端部材１ｄ
が、回転軸５に近い部分ほど負荷側へ突出し、軸受端間隙１３ａの回転軸方向間隔は、回
転軸に近い位置ほど大きくなっている（図２参照）。
【００２２】
　焼結合金貯油筒１１の反負荷側外周面とハウジング１の軸受外周部材１ｃとの間に、油
溜りとなる外周間隙１３ｂが形成されている。ハウジング１の軸受外周部材が、負荷から
遠い部分ほど拡径し、外周間隙１３ｂの回転軸半径方向間隔は、負荷に遠い位置ほど大き
くなっている（図２参照）。
【００２３】
　焼結合金含油軸受１０の反負荷側の回転軸５には、数枚の孔開き円板１４、１４を緩く
嵌込み、孔開き円板１４、１４間に潤滑油を保持するようになっている。円板１４の反負
荷側の回転軸５には、焼結合金貯油筒１１の反負荷側開口部を塞ぐ油返し１５が嵌込まれ
ている。反負荷側軸受部９には、焼結合金含油軸受１０、焼結合金貯油筒１１、数枚の孔
開き円板１４及び油返し１５が、回転子４を挟んで負荷側軸受部８と対称形に配置されて
いる。
【００２４】
　図２に示すように、ハウジング１の軸受端部材１ｄの内面及びハウジング１の軸受外周
部材１ｃの内面に、撥油剤１６ａ、１６ｂを塗布するなど、撥油処理を施すことにより、
軸受端間隙１３ａ及び外周間隙１３ｂからの潤滑油の流出抑制効果を高めることができる
。
【００２５】
　以上のように構成された実施の形態１の電動機１００は、回転子４からの熱伝導による
負荷側軸受部８の温度上昇等により、焼結合金含油軸受１０及び焼結合金貯油筒１１に含
浸させた潤滑油の一部が漏出し、負荷側軸受箱６の内面を伝わって負荷側軸受箱６の外部
へ流出しようとするのを、毛細管現象により軸受端間隙（油溜り）１３ａ及び外周間隙（
油溜り）１３ｂで捕捉し、焼結合金貯油筒１１へ還元し、潤滑油が負荷側軸受箱６の外部
へ漏出して周囲を汚損するのを防止する。
【００２６】
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　また、焼結合金含油軸受１０より密度の低い焼結合金貯油筒１１に隣接するように油溜
り１３ａ、１３ｂを設けているので、油溜り１３ａ、１３ｂの潤滑油を直接焼結合金含油
軸受１０へ還元するのに比べてスムーズに還元することができ、油溜り１３ａ、１３ｂで
捕捉した潤滑油に、埃などの異物が混入しても焼結合金貯油筒１１で濾過されて焼結合金
含油軸受１０へ還元されるので、潤滑油の還元能力の劣化を抑えることができる。
【００２７】
　また、油溜り１３ａの回転軸方向間隔が、回転軸５に近い位置ほど大きくなっているの
で、負荷側軸受箱６から外部へ流出しようとする潤滑油を効率よく捕捉することができる
。また、油溜り１３ｂの回転軸半径方向間隔が、負荷に遠い位置ほど大きくなっているの
で、負荷側軸受箱６からハウジング１内へ潤滑油が流出するのを効率よく捕捉することが
できる。
【００２８】
実施の形態２．
　図３は、本発明にかかる電動機の実施の形態２を示す縦断面図である。実施の形態１の
電動機１００では、焼結合金貯油筒１１と負荷側軸受箱６との間に、油溜り１３ａ、１３
ｂを設けて焼結合金含油軸受１０及び焼結合金貯油筒１１から漏出する潤滑油を捕捉する
ようにしたが、図３に示すように、実施の形態２の電動機２００では、負荷側軸受箱６の
ハウジングの軸受外周部材１ｃの外周側のハウジング１（１ａ）に、輪状の油溝１７を形
成し、ハウジングの軸受端部材１ｄの回転軸孔１２と回転軸５の隙間から外部へ潤滑油が
流出しても、外周側に設けた輪状の油溝１７で捕捉するようにした。
【００２９】
　特に、回転軸５の負荷側を、水平又は上向きにして電動機２００を設置する場合には、
ハウジング１の軸受端部材１ｄの外周部を、ハウジング１の端面部材１ａに対して反負荷
側へ凹ませることにより、輪状の油溝１７による潤滑油捕捉性能を高めることができ、端
面部材１ａ上への潤滑油の漏出を抑制することができる。
【００３０】
　図３に示すように、輪状の油溝１７は、ハウジング１を形成する板金の折返し絞り成形
により、負荷側軸受箱６を成形してできる折返し部とすることにより、輪状の油溝１７の
溝底を袋状にすることができ、溝底からの潤滑油の流出を防止することができる。また、
折返し絞り成形により、油溝１７を小形化することができ、安価に製作することができる
。
【００３１】
実施の形態３．
　図４は、本発明にかかる電動機の実施の形態３を示す負荷側軸受部の縦断面図である。
実施の形態２の電動機２００では、負荷側軸受部８から潤滑油が流出した場合に、輪状の
油溝１７により捕捉するようにしたが、図４に示すように、実施の形態３の電動機３００
では、焼結合金含油軸受１０の負荷側端面に、撥油性を有する輪状の封止材２０を配置し
ている。
【００３２】
　輪状の封止材２０の撥油効果により、油溜り１３ａの潤滑油捕捉力を高めるとともに、
回転軸５を伝わる潤滑油の漏出を防止することができる。この場合、焼結合金含油軸受１
０、焼結合金貯油筒１１及び封止材２０を一体に接合することができるので、負荷側軸受
箱６への組込みは容易である。
【００３３】
　封止材２０としては、例えば、フッ素樹脂、ポリプロピレン樹脂、若しくは、焼結合金
体等の多孔質体に撥油性油を含浸保持させたものを用いる。負荷側軸受箱６への組込みを
圧入固定とすれば、焼結合金貯油筒１１を低密度な焼結合金材としているので、圧入応力
による封止材２０の内径寸法変化や同軸度悪化を緩和することができる。
【００３４】
　回転軸５と輪状の封止材２０との間の隙間を狭くすることにより、潤滑油の流出をより
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効果的に抑制することができる。特に、封止材２０を、撥油性油を含浸させ焼結合金体と
すれば、樹脂に比べ熱膨張係数が小さく、また、焼結合金貯油筒１１や鋼製の回転軸５と
の熱膨張差が小さいので、隙間をより高精度に管理することができ、潤滑油流出をより確
実に抑制することができる。
【００３５】
実施の形態４．
　図５は、本発明にかかる電動機の実施の形態４を示す負荷側軸受部の拡大縦断面図であ
り、図６は、実施の形態４の電動機の他の例を示す負荷側軸受部の拡大縦断面図である。
図５に示すように、焼結合金含油軸受１０より負荷側の回転軸５に、撥油剤２１を塗布す
ることにより、回転軸５を伝わって漏出しようとする潤滑剤を負荷側軸受箱６内に押し留
めることができる。
【００３６】
　また、図６に示すように、ハウジングの軸受端部材１ｄの回転軸孔１２に対向する回転
軸位置に撥油性を有する輪状の油切り２２を設置してもよい。輪状の油切り２２としては
、例えば、フッ素樹脂、ポリプロピレン樹脂、若しくは、焼結合金材等の多孔質材に撥油
性油を含浸保持させたものを用いる。油切り２２を設置することにより、潤滑油の漏出抑
制効果はさらに増す。また、回転軸孔１２に、撥油剤２３を塗布すれば、さらに潤滑油漏
出抑制効果が増す。
【００３７】
　なお、以上説明した実施の形態１～４の電動機では、回転軸５の負荷を取付ける部分を
、片側だけに延出させた電動機について説明したが、本発明は、両側へ回転軸を延出させ
た電動機にも適用することができる。また、電動機の種類としても、コンデンサー進相の
単相誘導電動機に限らず、直流電動機や整流子電動機等あらゆる種類の電動機に適用する
ことができる。
【産業上の利用可能性】
【００３８】
　以上のように、本発明にかかる電動機は、換気扇やエアコンのファン等の回転負荷を駆
動する電動機に有用である。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】本発明にかかる電動機の実施の形態１を示す縦断面図である。
【図２】実施の形態１の電動機の負荷側軸受部の拡大縦断面図である。
【図３】本発明にかかる電動機の実施の形態２を示す縦断面図である。
【図４】本発明にかかる電動機の実施の形態３を示す負荷側軸受部の拡大縦断面図である
。
【図５】本発明にかかる電動機の実施の形態４を示す負荷側軸受部の拡大縦断面図である
。
【図６】実施の形態４の電動機の他の例を示す負荷側軸受部の拡大縦断面図である。
【符号の説明】
【００４０】
　１　ハウジング
　１ａ，１ｂ　端面部材
　１ｃ　軸受外周部材
　１ｄ　軸受端部材
　２　固定子鉄心
　３　固定子巻線
　４　回転子
　５　回転軸
　６　負荷側軸受箱
　７　反負荷側軸受箱
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　８　負荷側軸受部
　９　反負荷側軸受部
　１０　焼結合金含油軸受
　１１　焼結合金貯油筒
　１２　回転軸孔
　１３ａ　軸受端間隙（油溜り）
　１３ｂ　外周間隙（油溜り）
　１４　孔開き円板
　１５　油返し
　１６ａ，１６ｂ，２１，２３　撥油剤
　１７　輪状の油溝
　２０　輪状の封止材
　２２　輪状の油切り
　１００，２００，３００　電動機

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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